
事 項 ｜ りんご園でのスピー ドスプレーヤによる薬剤散布時の ドリフ ト低減対策は効果的である

農作物等の食品中における残留農薬を規制 ・強化するポジティブリス ト制度の導入によ

り、近接作物へのドリフトを低減する対策の実施が求められている。おうとう園、もも園
ねら い｜

に近接するりんご園での薬剤散布において、種々なドリフ ト低減対策を組み合わせる こと

で、 ドリ フ トを低減できるこ とを実証したので、参考に供する。

1 主なドリフト低減対策

(1) 基本的対策

ア 風の条件に配慮する。

1～ 2m／秒以下の風の弱し＼ときに、風向きをみながら薬剤を散布する。

イ 片側散布

近接作物に近い列では送風量を減じ、片側散布に徹する。

ウ農薬選択

近接作物にも登録がある、あるいは残留基準値の高い農薬を選択する。

(2）積極的対策

ア防薬ネット

既存の防風施設等を活用 し、 目合い1.0～1. 5mm程度の防薬ネッ トを設置する。

2 ドリフト低減対策の現地実証事例

(1）おうとう園に近接するりんご園での実証事例

ア 基本的なドリフト低減対策を導入し、さらに既存の防風施設を活用した防薬ネ ッ

ト（目合い1.5mm）の設置により 、 ドリフトを大幅に低減し、残留農薬の問題も生じ

ない

(2）もも闘に近接するりんご園での実証事例

ア 基本的なドリフト低減対策を導入し、さらに既存の防風施設を活用した防薬ネッ

ト （目合い 1mm）の設置により 、 ドリフ トを大幅に低減し、残留農薬の問題も生じ

ない

イ 既存の防風ネ ット（目合い 4mm）の組み合わせでも、ドリフ ト低減効果が認めら

れる。

期待自れる効果｜ ドリフ トが懸念されるりんご園での薬剤散布について、より具体的な指導を行うことが

指
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1 本資料は平成19年 3月 1日現在の農薬登録に基づいて作成した。

2 農薬を使用する場合は、必ず最新の「農薬登録情報J(http: //www. maff go. jp/ 

nouyaku／）を確認すること。

利用上の注意事項13園地の状況に応じて、実施可能なドリフト低減対策を組み立て、近接作物へのドリフ

ト低減対策を徹底する。

4 防薬ネッ トや防風ネットは下部に隙聞を生じないように設置する。

5 近接作物の生育が遅れた場合には薬剤散布の時期も遅らせるなど、臨機応変な対策を

行う。
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【根拠となった主要な試験結果】

写真 1 片側散布
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図 1 おうとう園に近接するりんご園 写真2 防薬ネット設置状況

表1 おうとう園に近接するりんご園でのドリフト低減対策の組み立て

（平成18年青森農林総研りんご試）

区｜雨よけ栽培｜ 風の条件 農薬選択 ｜防薬ネット 口
口口 種

A 

B 

。 。。 。。 。 佐藤錦（成木）

佐藤錦（幼木）

（注） 1 （株）共立製のスピードスプレーヤSSV-1071FS （タンク容量1,000β ）を使用し、散布圧力1.5 

MPa、送風量648m3／分（通常726m3／分）、走行速度2.4km／時で、散布。

2 既存の防風施設に、地表面から隙間なしに目合い約1.5mmの防薬ネット（りんご除袋時の日焼

け防止用に使用した寒冷紗の再利用）を、目合い4mmの防風ネットに重ねて設置した。防薬ネ

ットは散布後に収容した。

表2 おうとう園に近接するりんご園で散布した薬剤 （平成18年青森農林総研りんご試）

おうとう
おう残（左p留pmう基）果準実散布時期 薬剤名・倍数 農薬成分名 での 値

での登録 pp 

落花15日後頃 スコアMZ7.K手口斉IJ500イ音 無し マンゼブ 7 

(6月11日） ジフェノコナゾール 5 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー一一ーーーーーーー

スプラサイド水和剤1,500倍 有り DMTP 0. 2 

6月中旬 パルノックスフロアブノレ500倍 有り ジラム 7 

(6月25日） チウラム 7 
ーーーーーーーーー一一ーーーーーーーー一一ーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーー一ー一ーーーーーーーー ーーーーーーー一ー一一ーーーーー

スタークル頼粒水溶剤2,000倍 有り ジノテフラン 10 

（注） 1 ドリフトによる農薬残留の危険性は収穫時期に近いほど大きい。万が一、ドリフトを受けた場

合にその影響が最も大きいと想定される期間として、おうとう（「佐藤錦」）の収穫予定日の 1

か月前から収穫まで、りんご園で行う 2回の農薬散布を検討対象とした。
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表3 おうとう園での薬液付着指数 （平成18年青森農林総研りんご試）

散布月日 区 ネット内側 ネット外側 おうとう 1列目 風の状況

6月11日 A 4.6 1. 3 。 風向：西

B 2.4 風速： 0.8～1.Om／秒
ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー－ 一ーー一一ー一一一一ー一『田ーー一ー一ーーーー 』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

6月25日 A 6. 7 3. 1 0. 3 風向：北北東

B 3.0 風速： 0.5～1.Om／秒

（注） 1 薬液付着指数は感水紙による 0 （付着なし）～ 9 （全面付着）の10段階評価。ーは調査なし。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

2 感水紙はりんご園からみて防薬ネットの内側30cm、外側 lm及びおうとう 1列目（防薬ネット

から4.3m）の樹冠下の地面に設置。

表4 おうとう果実での残留農薬量 （平成18年青森農林総研）

散布月日 分析農薬成分名
分析値（ppm) 残留基準値

A区 B区 (ppm) 

6月11日 マンゼブ く0.01 く0.01 7 

ジフェノコナゾール く0.01 く0.01 5 

DMTP く0.005 く0.005 0. 2 
一ー一ーーー一一一一一ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ー一一 ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー

6月25日 ジラム く0.01 く0.01 7 

チウラム く0.01 く0.01 7 

ジノテフラン く0.01 0.30 10 

（注） 1 6月30日に分析試料を採取し、公定法により分析。＜の数字は検出限界以下。

図2 もも園に近接するりんご園
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写真 3 防薬ネット設置状況

（灰色が防風ネット、

緑色が防薬ネット）

写真4 散布状況

（左側がリンゴ圏、右側がモモ園）



表 5 もも園に近接するりんご園でのドリフト低減対策の組み立て（平成18年 青森農林総研りんご試）

区｜ 風の条件 ｜ 片側散布 ｜ 農薬選択 ｜防薬ネット｜防風ネット｜ 品 種

Cl O I O  I O IO  I - I 川中島白桃
DI O I O  IO  I - I O I 川中島白桃

El O I O  I O I - I - I （りんご）

（注） 1 川南鉄工（株）製のスピードスプレーヤ （タンク容量1000 Q ）を使用し、散布圧力1.3MPa、
送風量を減じて（通常880m3／分）、慣行走行速度で散布。

2 防薬ネットは、既存の防風施設に専用ネット（目合い 1mm）を取り付け、散布のたびにネット
を開閉した。地面からネット下端まで＇ 10cmの隙聞が空いている。

3 防風ネットは、既存の防風施設をそのまま利用し（目合い 4mm）、農薬散布期間中開いたまま
とした。地面からネット下端まで45cmの隙聞が空いている。

表 6 もも園に近接するりんご薗で散布した薬剤 （平成18年青森農林総研りんご試）

ももで もも果実での
散布時期 薬剤名・倍数 農薬成分名 残留（基）準値

の登録 ppm 

7 月末 フリントフロアブノレ2,000倍 無し トリフロキシストロビン 2 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー田ーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーー『ー目 ー一ーー ーー四ーーーーーーー

( 7月30日） ノミイスロイドEW2,000イ音 有り シフルトリン

8月半ば アリエッティ C水和剤800イ音 無し キャブタン 15 
(8月10日） ホセチル 150 

ーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー『『『ーーーーー

コロマイト乳剤1,000倍 有り ミルベメクチン 0. 2 

8 月末 ストロヒや｝ドライブロア7''Jレ3,000イ音 有り クレソキシムメチル
ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー

( 9月 1日） バイマックスDF 2,000倍 有り B T  

場
ー

た
の

け
日

受
定

を
予

ト
穫

フ
収

リ
の

h
ト。

、，レ
h
u

コ

一
岬
た

が
訂
し

万
ヰ
と

。巾
象

い
り
対

き
（
討

大
も
検

ど
も
を

ほ
、
布

い
て
散

近
し
薬

に
と
農

期
間
の

時
期
回

穫
る

3

収
れ
う

は
さ
行

性
定
で

険
想
園

危
と
ご

の
い
ん

留
き
り

。

残
大
、
し

薬
も
で
な

農
最
ま
定

る
が
穫
設

よ
響
収
の

に
影
ら
値

ト
の
か
準

フ
そ
前
基

リ
に
月
は

ド
合
か
一

1

i

n

L

 

注

表 7 もも園での薬液付着指数 （平成18年 青森農林総研りんご試）

散布月日 区 ネット内側 ネット外側 もも 1列目 もも 2列目 風の状況

7月30日 C 8.2 3. 9* 。 。
風速向：南

D 7.6 5. 8* 1. 7 * 。 風： 2～ 3ml秒
E 7. 3 3. 0 。

ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー 』ーーーーーーー

8月10日 C 9. 0 5. O* 。 。 風向：南
D 9.0 8. O* 3. O* 。 風速： 1～ 2ml秒
E 9.0 8. 1 4. 0 。

ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー 時申『ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー 』ーーーーーーーーーーーー， F 再開司司

9月 1日 C 8. 7 7. 7 * 。 。 無風
D 8.4 8. 3* 4. 3* 1. 0 
E 9. 0 6. 0 3.0 
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表 8 もも果実での残留農薬量

散布月日 分析農薬成分名

（平成18年青森農林総研）

分析値（ppm) I 残留基準値

C区 I D区 I (ppm) 

9月 1日 ｜ クレソキシムメチノレ ｜ くo.01 I くo.01 I 1 

（注） 1 9月 1日散布の 1時間後に分析試料を採取し、 ドリフトによる農薬の付着を知るために
皮ごと分析（公定法では皮を除去して分析する）口

2 ＜の数字は表 3に同じ。
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